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平成 16 年３月期 業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

  

最近の業績の動向等を踏まえ、平成15年 11月 13日付 「平成 16年３月期 中間決算短信（連結）」及び「平成

16 年３月期 個別中間財務諸表の概要」に記載いたしました平成 16 年３月期 （平成 15 年 ４月 1 日～平成 16

年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 

１．平成 16 年３月期 連結業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,765 1,229 763 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 6,425 1,836 1,271 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 660 607 508 

増 減 率（％） 11.4% 49.4% 66.6% 

前 期 実 績（平成 15 年３月期） 4,262 197 △1,186 

  （参考）１株当たり予想当期純利益  137 円 36 銭 

 

２．平成 16 年３月期 個別業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,735 1,300 839 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 6,414 1,901 1,337 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 679 601 498 

増 減 率（％） 11.8% 46.2% 59.4% 

前 期 実 績（平成 15 年３月期） 4,108 303 △1,084 

 （参考）１株当たり予想当期純利益  144 円 55 銭 

  



 

３．修正の理由 

 

当平成 16 年３月期は、ＶＴＲに替わる記録再生用メディアとしてＤＶＤが普及してきたことを背

景に、期初からＤＶＤ成形用金型に対する需要が伸長いたしました。特に記録用ＤＶＤ金型に対

する注文が大幅に増加しており、下半期に入っても活発な引き合いが続いております。記録用Ｄ

ＶＤ金型については第４四半期を通して現在と同水準の出荷状況が継続すると見込まれます。一

方の光通信市場は、北米や欧州のメトロ・アクセス系通信網に対する設備投資には依然として復

調の兆しがみられません。これらを勘案し、平成 16年３月期の当社グループの連結売上高は、前

回予想 5,765 百万円を 660 百万円上回り、6,425 百万円（前年同期比 50.8％増）となる見通しで

あります。 

また、記録用ＤＶＤ金型の売上増加による生産効率の向上や原価低減への取り組みにより、経常

利益は前回予想 1,229 百万円に対して 1,836 百万円（前年同期の約 9.3 倍）となり 607 百万円増

加、当期純利益は前回予想 763 百万円に対して 1,271 百万円（前年同期は 1,186 百万円の当期純

損失）となり 508 百万円の増加となる見込みであります。 

なお、１株当たりの期末配当金は前回発表いたしました 30 円の予想額を修正しておりません。 

 

 

以  上 

 

 

（注意事項） 

当業績予想数値は、現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確定な要素

を含んでおります。従いまして、実際の業績は記載の業績予想数値と異なる場合がありますこと

をあらかじめご承知おきください。 


